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HONJO CITYHONJO CITYはじめに

全国的な少子化による学校の小規模化が進行する中、児童生徒を取り巻く社
会の状況は様々に変化しており、学校では学習意欲の低下や学校生活の不適応
など、児童生徒に関する課題が多様化、複雑化しています。

このような中、学校においては、校種間の枠を超え、複数の学校段階で連携し
て課題解決に当たることがより一層求められています。

一方、本市の学校施設は、昭和40年代から平成初頭にかけて建築されたもの
が多く、老朽化が進行する中、一斉に改修の時期を迎えています。改修に当たっ
ては、児童生徒数の減少をはじめ、学習指導要領の改訂に伴う学習内容や学習
形態の多様化、災害時を見据えた防災機能の強化等、新たな社会的要請にも対
応していかなければなりません。

このような中、本庄市教育委員会では、児童生徒が自らの人生を切り開き、自
立できるよう確かな学力、豊かな心、健やかな体を育む教育を推進するために、
市の財政状況を考慮しながら、本市の子どもたちの教育環境の整備について、最
優先に進めていきたいと考えます。
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HONJO CITYHONJO CITY本庄市の教育の現状と課題

少子化の影響による児童生徒の減少

学校施設の老朽化

不登校児童生徒数の増加

児童生徒の学力の育成

3



HONJO CITYHONJO CITY児童生徒の減少①
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【児童生徒数の推移】

全国的に児童生徒数は年々減
少しており、本市でも児童生徒
数は昭和58年度のピーク時か
ら半数以下となっています。ま
た、直近の15年間では、児童生
徒数は約22％減少しています。

【児童数の将来推計】

将来推計では、いずれの小学
校でもさらなる児童数の減少が
見込まれます。

特に、児童数が少ない学校で
は、将来推計よりも早いペース
で児童数が減少しています。
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R6 R12 R12 R17 R22 R27 R32

本庄東小学校 627 539 530 489 465 440 401

本庄西小学校 262 205 219 201 190 181 163

藤田小学校 84 75 92 85 80 77 70

仁手小学校 45 39 42 39 38 35 31

旭小学校 249 221 198 182 171 160 149

北泉小学校 419 325 269 254 238 216 198

本庄南小学校 407 338 359 334 310 286 266

中央小学校 535 463 401 370 350 327 301

児玉小学校 453 281 280 268 251 236 221

金屋小学校 222 154 196 182 170 162 151

秋平小学校 91 64 83 78 74 70 65

共和小学校 154 117 144 135 124 116 103

※1　R6.5.1時点の住民基本台帳に登録されている子どもの数を学校区分に抽出して算出
※2　国立社会保障・人口問題研究所公表の推計値を採用して算出

児童数の推計
住民基本台帳による児童数※1 将来推計による児童数※2



HONJO CITYHONJO CITY児童生徒の減少②

令和5年度と将来推計により算出した令和17年度の本庄市立小学校の通常学
級数は以下のとおりになります。今後、児童数の減少とともに、複式学級の数や
単学級の学校が増えていくことが予測されます。

なお、仁手小学校では平成31年度より小規模特認校制度を実施していますが、
令和5年度時点で複式学級の解消には至っていません。
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令和5年度

学校規模
小規模校 標準規模校

複式学級 単学級 クラス替えが可能な学級

小学校（通常学級数） 仁手小学校（5）

藤田小学校（6） 本庄西小学校（12） 本庄南小学校（13）

秋平小学校（6） 児玉小学校（13） 北泉小学校（15）

共和小学校（6） 本庄東小学校（17） 中央小学校（18）

金屋小学校（7）

旭小学校（11）

令和17年度（将来推計児童数より算出）

学校規模
小規模校 標準規模校

複式学級 単学級 クラス替えが可能な学級

小学校（通常学級数） 仁手小学校（4）

藤田小学校（6） 本庄南小学校（12）

秋平小学校（6） 児玉小学校（12） 北泉小学校（12）

共和小学校（6） 本庄東小学校（18） 中央小学校（12）

金屋小学校（6）

旭小学校（6）

本庄西小学校（6）

※赤字は学級数が減少する学校



HONJO CITYHONJO CITY児童生徒の減少③

【学校の小規模化による影響】

下の表のとおり、小規模校には小規模校の良さがありますが、その一方、課題
もあります。特に複式学級が生じたり、同級生が数名のみになるなど、児童生徒
数が少なくなればなるほど、課題が大きくなっていきます。
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児童
生徒側

・児童生徒相互の人間関係が深まりやすい
・異学年間の縦の交流が生まれやすい
・学校行事等において児童生徒一人一人の
活躍する場が多くなる

教職員側

・児童生徒一人一人の理解をはじめ、学習
状況や学習内容の定着状況を的確に把握
でき、きめ細かな指導が行いやすい

・全教職員の意思疎通が図りやすく、相互
の連携が密になりやすい

・学校が一体となって活動しやすい
・施設、設備の利用時間等の調整がしやす
い

・保護者や地域社会との連携がとりやすい

保護者側 ・学校や地域社会との連携がとりやすい

児童
生徒側

・日々の学校生活の中で、多様な考え方や価値観に
出会い、社会性や協調性、コミュニケーション能力
を伸ばす機会が限られる

・クラス替えが困難なため、人間関係の固定化や男
女比の偏りが生じやすい

・クラブ活動・部活動等の設置が限定され、選択の
幅が狭まりやすい

教職員側

・組織的な体制が組みにくく、指導方法等に制約が
生じやすい

・教職員数が少ないため、経験、教科、特性等の面
でバランスの取れた配置を行いにくい

・学年別や教科別の教員同士で、学習指導や生徒
指導等について相談・研究・切磋琢磨する環境が
作りにくい

・一人が複数の校務分掌を担当するため負担が大
きくなる

保護者側
・ＰＴＡ活動等における保護者一人一人の負担が大
きくなる

【小規模校のメリット】 【小規模校のデメリット】

本庄市立小・中学校の適正規模及び適正配置の基本的な考え方（案）より抜粋



HONJO CITYHONJO CITY学校施設の老朽化

本市の学校施設は、昭和40年～平成初頭に建てられたものが多く、校舎の改修
時期を迎えています。校舎の改修は、今後40年以上使用するための長寿命化改修
となるため、将来の児童生徒数を考慮した上で、計画的な改修が必要です。

また、学校プール施設も、昭和３０年代から４０年代に設置されており、校舎同様
に老朽化が進行しています。
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学校名 建築年月※ 学校名 建築年月 学校名 建築年月

本庄東小学校 昭和60年3月 本庄南小学校 昭和50年5月 共和小学校 平成元年3月

本庄西小学校 昭和53年8月 中央小学校 昭和54年6月 本庄東中学校 平成27年2月

藤田小学校 昭和53年3月 児玉小学校 昭和49年7月 本庄西中学校 昭和57年3月

仁手小学校 昭和59年3月 金屋小学校 昭和61年7月 本庄南中学校 昭和57年7月

旭小学校 昭和46年4月 秋平小学校 平成4年2月 児玉中学校 平成21年7月

北泉小学校 昭和49年3月 本泉小学校 昭和59年3月

※建築年月は管理棟、普通教室及び特別教室で最も古い建物の建築年月を記載。

小学校校舎の建築年月



HONJO CITYHONJO CITY不登校児童生徒数の増加

不登校児童生徒数は全国的に増加して
おり、本市でも対応が求められる重要な
課題です。
特に、中学進学後の学習内容や生活リ

ズムの変化になじむことができず、不登
校が増加する等、いわゆる中1ギャップと
呼ばれる学校生活への不適応状態が増
加傾向にあり、その解消が喫緊の課題と
なっています。
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令和5年度教育委員会の事務の管理及び執行に関する点検評価報告書より抜粋

学校内 学校外

〇魅力ある学校・学級づくり
　学習活動の充実
　児童生徒の状況把握
　不登校等の懸念がある生徒の早期発見・対応
　児童生徒へのアンケート調査

〇校内教育支援センター「アシストルーム」
　学習計画に基づいた支援
　リラックススペースの活用
　面談（さわやか相談員・スクールカウンセラー等）

〇関係機関との連携
　子ども家庭センター
　発達教育支援センター（すきっぷ）
　児童相談所
　警察
　民間フリースクール等

〇教育支援センター「ふれあい教室」
　学習計画に基づいた支援
　体験活動の実施
　運動を取り入れた生活改善
　面談（相談員）

本市の不登校対策（つながり支援の充実・居場所づくり）



HONJO CITYHONJO CITY児童生徒の学力の育成①
【全国学力・学習状況調査及び結果】
文科省では全国学力・学習状況調査にて、小学校6年生と中学校3年生を対象に、教

科に関する調査（国語、算数・数学、英語）及び生活習慣や学習環境等に関する質問紙調
査を実施しています。
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教科
小学校
６年生

中学校
３年生

国語

本庄市 ６６．０ ６７．０

埼玉県 ６８．０ ７１．０

国 ６７．２ ６９．８

算数・
数学

本庄市 ５９．０ ４７．０

埼玉県 ６２．０ ５２．０

国 ６２．５ ５１．０

英語

本庄市 ４２．０

埼玉県 ４６．０

国 ４５．６

令和５年度 教科に関する調査結果
教科ごとの平均正答率 （単位：点）

質問事項 小学校6年生 中学校3年生

自分には、よいところがある
と思いますか。

本庄市 ◎８６．３ ８２．１

埼玉県 ８５．６ ８２．４

国 ８３．５ ８０．０

将来の夢や目標を持っていま
すか。

本庄市 ◎８６．９ ◎７１．３

埼玉県 ８２．７ ６７．８

国 ８１．５ ６６．３

自分と違う意見について考え
るのは楽しいと思いますか。

本庄市 ◎８１．６ ７９．０

埼玉県 ７８．８ ７９．３

国 ７６．５ ７７．６

先生は、授業やテストで間違
えたところや、理解していな
いところについて、分かるま
で教えてくれていると思いま
すか。

本庄市 ◎９６．２ ◎９４．５

埼玉県 ９４．８ ９１．８

国 ９３．０ ８８．９

困りごとや不安がある時に、
先生や学校にいる大人にいつ
でも相談できますか。

本庄市 ◎７５．９ ７０．６

埼玉県 ７２．２ ７０．９

国 ６８．５ ６６．４

質問紙調査結果
（質問事項の 小学校５９項目、中学校７２項目からの抜粋）
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を合わせた値 （単位：％）

本市は、教科に関する調査では、国や県の平均正答率を下回っていますが、質問紙調
査は、自己肯定感や学習意欲に関
する多くの質問事項で国や県の
平均値を上回っています。



HONJO CITYHONJO CITY児童生徒の学力の育成②
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【確かな学力の育成】
基礎的な知識や技能に加えて、学ぶ意欲や

思考力・判断力・表現力などを含めた幅広い学
力を「確かな学力」として、本市ではこの育成
を基本方針の１つとしています。

【学力向上の取り組み】
この確かな学力を育成するため、「本庄型授

業スタンダード」を設定し、授業の進め方を全
小中学校で統一して授業改善を実施していま
す。この授業改善を進めることで、何をどのよ
うに学ぶかを明確にし、主体的で対話的な深
い学びにより、学習内容の確実な定着を図っ
ています。

また、小中学校の教員による学力向上推進委員会を中心とした様々な取り組みの結
果、本市の児童生徒の学力は少しずつ向上していますが、一方で学年が上がるにつれ
て、自己肯定感や学習意欲が下がるといった全国共通の課題もあります。引き続き効
果のある取り組みを継続するとともに、確かな学力の育成に向けた新たな方策につい
て、検討する必要があります。

本庄型授業スタンダード

まとめ

ふりかえり

見通し

めあて（課題）

学校の学力向上策

学び合い

知識・技術の習熟

めあて(課題) 何を学ぶかの確認

見通し 自分としての学習の予測

学び合い 主体的・対話的で深い学び

知識技能の習熟 思考力・判断力・表現力等の資質・能力の育成

まとめ 学んだ内容や方法の整理や確認

ふりかえり 自分の学びの捉えなおし



HONJO CITYHONJO CITY

本庄市の新しい教育環境の整備（素案）
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HONJO CITYHONJO CITY新しい教育環境の整備
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本庄市教育委員会では、教育水準の維持・向上等、子どもたちにとっ
て健やかな学習空間を実現するため、将来にわたって学校教育に支障の
ない児童数の確保と新しい教育環境の整備を進めていきます。



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化①
【公共施設等マネジメント推進審議会学校部会設置】
少子化が更なる進行が予想される中、将来の子どもたちにとって望ましい学習

環境、地域の実情に応じた学校教育の在り方や学校規模について検討しました。

【保護者・教員を対象としたアンケートの集計】
本庄市立小中学校の児童生徒及び小学校未就学児の保護者と教員を対象に、

学校規模や教育環境等についての意見を集計・分析し、学校部会で検討する際の
参考としました。
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【小・中学校の適正規模に関する保護者・教員のアンケート調査結果のまとめ】
①学級数

クラス替えが可能で、人間関係が広がるからなどの理由により、
「１学年２～３学級程度（小学校：12～18学級、中学校：６～９学級）」が最も多い。

②児童生徒数が減少した場合の教育環境
小中学生保護者は「現状維持」と「学校統合・通学区の見直しなどについて検討を進めていくのが望ま

しい」が共に４割程度ある。
未就学児の保護者と教員では、小中学生の保護者と比較して「学校統合・通学区の見直しなどについ

て検討を進めていくのが望ましい」の回答割合が高い。

③学校統合の検討
検討時期は「複式学級になったら」が最も多く、次いで「１つの学年で1学級になったら」が多いが、

「１つの学年の学級数の減少を理由に学校を統合すべきではない」の回答もある。



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化②

【本庄市立小・中学校の適正規模及び適正配置の基本的な考え方（案）】
本市における小・中学校の適正規模を学校部会で審議した結果、アンケート結

果と国の手引を踏まえ、「本庄市立小・中学校の適正規模及び適正配置の基本
的な考え方（案）」 を作成しました。
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【本庄市における小・中学校の適正規模の基本的な考え方】

少子化の進行が予想される中、望ましい規模を小学校は全学年でクラス替えができる
「1学年2学級以上」、中学校は教科担任が学習指導できる「9学級以上」とする。

小学校：各学年2学級～3学級（全学年合計12学級～18学級）
中学校：各学年3学級～6学級（全学年合計9学級～18学級）

【本庄市における小・中学校の適正配置の基本的な考え方】

通学距離：小学校はおおむね4Km以内
：中学校はおおむね6Km以内

通学時間：おおむね1時間以内
ただし、地域の実情に応じて、スクールバス等の通学手段を検討する。



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化③
【学校規模適正化の検討】

 ３校を維持した場合の児童数及び学級数の将来推計

 藤田小学校と仁手小学校を統合した場合の児童数及び学級数の将来推計

 ３校を統合した場合の児童数及び学級数の将来推計
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本庄東中学校区

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32
人数 627 621 597 592 582 581 539 530 489 465 440 401
学級数 20 20 19 19 19 19 18 18 18 18 18 12
人数 84 82 80 77 78 73 75 92 85 80 77 70
学級数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
人数 45 45 54 48 39 44 39 42 39 38 35 31
学級数 4 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4

住民基本台帳（R6.5.1時点） 社人研の将来推計

本庄東小学校

藤田小学校

仁手小学校

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32

人数 129 127 134 125 117 117 114 134 124 118 112 101

学級数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

住民基本台帳（R6.5.1時点）

藤田小学校
仁手小学校

社人研の将来推計

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32

人数 756 748 731 717 699 698 653 664 613 583 552 502

学級数 24 24 24 23 23 23 22 24 18 18 18 18

住民基本台帳（R6.5.1時点） 社人研の将来推計

本庄東小学校
藤田小学校
仁手小学校



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化④

 ４校を維持した場合の児童数及び学級数の将来推計

 ２校ずつ統合した場合の児童数及び学級数の将来推計
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32
人数 453 436 405 362 341 329 281 280 268 251 236 221
学級数 16 15 14 13 13 13 12 12 12 12 12 12
人数 222 203 206 194 180 174 154 196 182 170 162 151
学級数 10 9 9 8 7 6 6 6 6 6 6 6
人数 91 87 78 78 84 71 64 83 78 74 70 65
学級数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
人数 154 148 145 147 146 133 117 144 135 124 116 103
学級数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

社人研の将来推計

金屋小学校

秋平小学校
（本泉小学校）

共和小学校

住民基本台帳（R6.5.1時点）

児玉小学校

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32
人数 607 584 550 509 487 462 398 424 403 375 352 324
学級数 18 18 17 16 15 14 13 13 12 12 12 12
人数 313 290 284 272 264 245 218 279 260 244 232 216
学級数 12 12 12 12 12 12 11 12 12 12 12 12

社人研の将来推計住民基本台帳（R6.5.1時点）

児玉小学校
共和小学校
金屋小学校
秋平小学校

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32
人数 544 523 483 440 425 400 345 363 346 325 306 286
学級数 18 18 17 16 15 14 12 12 12 12 12 12
人数 376 351 351 341 326 307 271 340 317 294 278 254
学級数 13 12 12 12 12 12 11 12 12 12 12 12

社人研の将来推計

児玉小学校
秋平小学校
金屋小学校
共和小学校

住民基本台帳（R6.5.1時点）

児玉中学校区



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化⑤
 ４校を統合した場合の児童数及び学級数の将来推計

 ２校を維持した場合の児童数及び学級数の将来推計

 ２校を統合した場合の児童数及び学級数の将来推計
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本庄西中学校区

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32

人数 920 874 834 781 751 707 616 703 663 619 584 540

学級数 30 28 27 26 25 23 20 24 24 18 18 18

社人研の将来推計

児玉小学校
金屋小学校
秋平小学校
共和小学校

住民基本台帳（R6.5.1時点）

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32
人数 262 263 259 253 248 228 205 219 201 190 181 163
学級数 12 12 12 12 12 11 10 12 6 6 6 6
人数 249 261 249 244 237 224 221 198 182 171 160 149
学級数 11 12 11 11 11 10 10 6 6 6 6 6

社人研の将来推計

本庄西小学校

旭小学校

住民基本台帳（R6.5.1時点）

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R12 R17 R22 R27 R32

人数 511 524 508 497 485 452 426 417 383 361 341 312

学級数 18 18 17 17 17 16 15 12 12 12 12 12

社人研の将来推計住民基本台帳（R6.5.1時点）

本庄西小学校
旭小学校



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化⑥

【学校規模適正化の進め方】
学校規模の適正化は、「中学校区単位」で、「複式学級の解消」を優先して行います。
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中学校区 学校規模 小学校（通常学級数） 適正化内容（案） 統合場所（案） 統合年度（案）

本庄東中学校

小規模校 仁手小学校（5）藤田小学校（6）
本庄東小学校・藤田小学校・仁手
小学校の3校を統合 ※1

本庄東小学校 令和13年度

標準規模校 本庄東小学校（17）

本庄西中学校

小規模校 旭小学校（11）
本庄西小学校と旭小学校の2校を
統合

本庄西小学校 令和21年度

標準規模校 本庄西小学校（12）

本庄南中学校 標準規模校
本庄南小学校（13） 北泉小学校（15）
中央小学校（18）

適正規模のため現状維持 - -

児玉中学校

小規模校
秋平小学校（6） 共和小学校（6）
金屋小学校（7） ※2 児玉小学校・金屋小学校・秋平小

学校・共和小学校の4校を統合
未定 ※3 令和18年度

標準規模校 児玉小学校（13）

※1 仁手小学校の小規模特認校制度は、複式学級の解消を目的として、学校統合まで継続します。

※3 児玉中学校区で最大の教室数を保有する児玉小学校の校舎でも、統合後の学級数を収容する教室数が不足します。
そのため、児玉小学校を増築する場合と新たな場所で新築することについて、比較検討します。

※2 秋平小学校には、休校中の本泉小学校を含めます。



HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化⑦
【学校規模の適正化による効果と課題への対応】

効果（メリット）
 多様な考えに触れ、より自らの個性や学力、体力を伸長させることができます。
 男女比のバランスや児童・教員等の人間関係に配慮した学級を編制しやすくな

ります。
 クラブ活動や委員会活動等、多様な選択が可能となります。
 経験年数や専門性などバランスの取れた教員の配置を行うことができます。
 PTA活動等の保護者の負担が軽減できます。
 限られた財源を集中投資することにより、教育環境向上の整備を行えます。

課題（デメリット）
 児童によっては、統合により通学距離が長くなります。
（対応）統合により徒歩での通学が困難な児童に対して、通学用バスを導入します。
 児童によっては、学校が変わることによる環境変化に適応できないことが心配

されます。
（対応）児童が円滑な学校生活を送れるように、統合年度を考慮して、統合対象校

の児童同士が交流する機会を設けます。また、統合後の学校には、統合前の学
校に勤務していた教員を配置したり、スクールカウンセラーによる支援等、児
童の心のケアに努めます。
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HONJO CITYHONJO CITY学校規模の適正化⑧

【統合準備委員会の設置】
学校の統合に向けて、学校名や校歌、通学方法など様々な事項を検討し、

決定していく必要があります。統合する学校関係者や地域の住民の皆様と
一緒に、新たな学校を設立する準備を進めていきます。

 構成
教職員、PTA関係者、地域住民代表など

 検討事項の例
学校名、校歌、通学方法、服装、学校行事、PTA組織、規約など

 設置時期
統合準備委員会は統合年度の5年前から設置します。

 決定事項の周知
決定事項については、市のホームページや広報紙等で順次周知します。
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HONJO CITYHONJO CITY学校施設の大規模改修①
【目的】
学校施設の整備について、衛生的で明るい学校施設を目指し、子ども

たちが快適かつ安心して学習に取り組めるよう、教育環境の整備を実施
します。

【改修の内容】
経年により老朽化した学校施設を将来にわたって長く使い続けるため、

長寿命化対策を実施するとともに、建物の機能を現在の学校が求められ
ている水準まで向上させる工事を行います。

 長寿命化対策
各学校施設を長く安全に利用するために、インフラをはじめとする、

設備・屋根・構造躯体・仕上げ材料の改修を行い、長寿命化を図ります。
 機能向上計画

学校施設をとりまく社会状況の変化を踏まえ、子どもたちの教育環境
の整備を図り、バリアフリー化の推進、照明などの環境にやさしい設備
整備も組み合わせて、良好な空間づくりを目指します。
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HONJO CITYHONJO CITY学校施設の大規模改修②

機能向上計画の例（本庄西中学校の改修後イメージより抜粋）

内装の木質化

集会等で利用可能な多目的スペース
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HONJO CITYHONJO CITY学校施設の大規模改修③

【改修時期】
学校施設の大規模改修の時期については、築年数、劣化状況、改修履

歴などの特性に加え、学校規模の適正化や市が保有するハコモノ施設全
体の状況及び財政状況を踏まえた改修時期を設定することで、維持保
全事業費の平準化を図ります。
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建物調査・設計

中学校区 改修対象校 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

本庄東中学校 本庄東小学校

本庄西中学校 本庄西小学校

児玉中学校 未定

北泉小学校

本庄南小学校

中央小学校

本庄南中学校

大規模改修工事

本庄南中学校

改修スケジュール



HONJO CITYHONJO CITY学校プールの集約化①
【現状と課題】
本市の学校プール施設については、建築後３０年を超える学校が全１６

校中１４校であり、全体の約８８％と老朽化が進行しています。
学校プール施設は昭和３０年代から４０年代に集中して整備されており、

今後一斉に施設の改修や更新時期を迎えることから、各校のプールをそ
れぞれ維持した場合には、多額の費用を要します。

水泳授業は６月上旬から７月下旬の約２か月間で実施され、その期間は
梅雨時期であることや、近年の猛暑による熱中症予防のために授業を中
止することもあるなど、天候等の制約を受けることが多く、計画的な実施
が困難です。

プールの清掃、水質等の点検、ろ過装置の操作、薬剤投入、休日中の管
理など、プールの管理運営にかかる教職員の負担が大きくなっています。

⇒ 令和３年度より、学校プールの在り方について検討を開始しました。
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HONJO CITYHONJO CITY学校プールの集約化②

【検討内容】
先進自治体の水泳授業に関する新たな取組事例を参考に、学校プール

の共同利用の検討、民間・公営プールを活用した水泳授業の試行と体験し
た児童・教員へのアンケート調査、各手法を活用した場合のコスト比較を
実施しました。

【検討結果】
「本庄市立小・中学校プールの在り方検討資料」を作成しました。

本市における学校プールの現状と課題、学校プールの共同利用の検討や学校外
プールでの水泳授業の試行結果、水泳授業を継続するための方策の検討及び市
の財政負担等を総合的に鑑み、児童生徒の泳力の向上が期待でき、より良い教育
環境を構築するため、庁内の関係部局と連携を図り、新規プール拠点を整備し小
学校のプールを一か所に集約する検討を進める。
中学校のプールは４校中２校が建設から１５年未満であり、継続して使用可能な

状況にあること、教科担任制のため専門的な指導が可能なことから、当面の間は
１校１プールを維持。
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本庄市立小・中学校プールの在り方検討資料より抜粋



HONJO CITYHONJO CITY屋内運動場空調設備の設置

本市の小中学校では、熱中症警戒アラートが発表された場合、全面的に
運動を控えるなどの安全対策を行っています。近年の暑さを考慮すると
体育の授業や集会、部活動等で使用される屋内運動場では、熱中症対策
として空調設備設置の必要性が高まっています。
また、学校の屋内運動場は、災害発生時に地域の避難所としての利用も

想定されるため、防災機能強化の観点からも、空調設備の設置は望まし
いものになります。

【方針】
児童生徒の熱中症対策として、学校の屋内運動場に空調設備の設置を

検討します。
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HONJO CITYHONJO CITY小中一貫教育の推進①
【小中一貫教育とは】
小中学校が互いに情報交換や交流を行うことで、小学校教育から中学校教

育への円滑な接続を目指す「小中連携教育」のうち、小中学校が9年間を通じ
た教育課程を編成し、系統的に行う教育。

【小中一貫教育のねらい】
小中学校9年間の学び（学習面）と育ち（生活面）の連続性を重視することに

よる、児童生徒の学習意欲の向上と中1ギャップの解消。

学習意欲の向上・・・小学校では高かった学習意欲が、中学校進学後に低下
する傾向があります。小学校段階から中学校での学習
を見据えた教育を進め、学習意欲を維持・向上させる
ことが求められています。

中1ギャップ解消・・・不登校生徒の増加は、中学進学後の学習内容や部活
動における人間関係の変化により、心理的不安が高ま
るためと考えられます。小学校段階から中学校の様子
を知り、不安を減らすことが求められています。
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HONJO CITYHONJO CITY小中一貫教育の推進②

【小中一貫教育の効果と課題】

効果（メリット）
 小中学校が学習の進め方を統一することで、児童生徒の学習内容の定着に繋

がり、学力の向上が期待できる。
 小中学校で共通した学びのルールを設定することで、中学校への円滑な接続

が可能になり、中1ギャップに起因した不登校の未然防止が期待できる。
 小中学校の教員間の連携がとりやすく、特別支援学級では児童生徒の障害の

状況や特性等に関する情報を共有できることから、連続性のあるきめ細やか
な支援・指導ができる。

 小中学校の教員が相互に研修を行ったり、授業を見合ったりすることで児童
生徒に対する理解や指導方法の改善が図られる。

課題(デメリット)
 中学校区毎に9年間を見通した教育課程を編成していくため、それぞれの学

校の特色ある教育活動を進めづらくなる。
（対応）小中一貫教育と共に、各学校の特色を生かした教育活動は積極的に進め

ていく。学校と家庭・地域と一体となった協働体制をより強化していく。
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HONJO CITYHONJO CITY小中一貫教育の推進③

本庄市の小中一貫教育

【小中連携から小中一貫教育へ】
本市ではこれまで中学校の授業体験や部活動体験、小中連携シートを活

用した小中連絡会等、様々な小中連携を図ってきました。一方で、小学校
では6か年の児童像を、中学校では3か年の生徒像を、それぞれ独自に設
定して取り組んできました。これらの小中連携教育をさらに充実させ、小
中一貫教育を推進します。

【目指す15歳像の設定・共有と9年間の一貫した教育】
自らの人生を切り拓き自立ができる子どもたちの実現に向け、各中学

校区で「目指す15歳像」を設定します。
各小中学校では、中学校区の目指す15歳像を共有し、この実現のため、

「確かな学力と自立する力」「豊かな心と健やかな体」の育成に向けた９年
間の一貫した教育課程を編成して系統的な教育を行います。
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HONJO CITYHONJO CITY小中一貫教育の推進④

【小中一貫教育の型】

各中学校区における小中学校の立地状況に合わせた最適な小中一貫教育
を検討します。また、最適な小中一貫教育を検討・推進していく中で、学校規
模の適正化や学校施設の改修時期を考慮して、小中一貫校や義務教育学校
の設置について調査・研究します。
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HONJO CITYHONJO CITY小中一貫教育の推進⑤
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【今後の流れ】
教育委員会および各中学校区に小中一貫教育の推進組織を設置します。
推進組織では、小中一貫教育の基本方針を作成し、具体的な取り組みについて

協議を行うなど、順次準備を進めていきます。

令和6年度 推進準備委員会設置、各中学校区で推進委員会設置
令和7年度 小中一貫教育を段階的に実施

児玉中校区推進委員会
【児玉小・金屋小・

秋平小・共和小・児玉中】

●推進計画、指導計画等の協
議調整
■小・中学校代表校長
■各校小中一貫教育担当
■担当指導主事

●推進計画、指導計画等の協
議調整
■小・中学校代表校長
■各校小中一貫教育担当
■担当指導主事

●推進計画、指導計画等の
協議調整
■小・中学校代表校長
■各校小中一貫教育担当
■担当指導主事

●推進計画、指導計画等の協
議調整
■小・中学校代表校長
■各校小中一貫教育担当
■担当指導主事

本庄市教育委員会事務局

本庄市小中一貫教育推進準備委員会
○小中学校長　○小中学校教員　○教育委員会担当者

校長会

本庄東中校区推進委員会
【本庄東小・藤田小・

仁手小・本庄東中】

本庄西中校区推進委員会
【本庄西小・旭小・本庄西中】

本庄南中校区推進委員会
【北泉小・本庄南小・
中央小・本庄南中】



HONJO CITYHONJO CITY教育環境の向上に係る整備スケジュール
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〇　統合準備委員会設置

中学校区 改修対象校 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

本庄東中学校 本庄東小学校 〇 統合

本庄西中学校 本庄西小学校 〇 統合

児玉中学校 未定 〇 統合

北泉小学校

本庄南小学校

中央小学校

本庄南中学校

利用開始

検討

検討 開始

設計・工事

校
舎
の
大
規
模
改
修

屋内プール新築工事

屋内運動場空調設置工事

小中一貫教育

本庄南中学校

※スケジュールは、地域の方々のご意見や、社会情勢等による工事の延期によっ
て変更となる可能性があります。


